
難病患者さんの場合、内服薬が特別な薬であったり、病状によっては移動が難しいことや、医療

機器を使用しているなどのことから、ご自身に合った準備が必要になります。様々な備えの中で、

まず、３つの備えについておすすめします。

•地震発生から最低３日分（できれば７日分）は備蓄がすすめられていま
す。特に、医療材料、衛生材料については最低７日分は備蓄を！

•在宅酸素、クローン病等による成分栄養剤、膠原病によるステロイド系
薬品を使用されている方など、日頃欠かせない治療薬などについて、準
備を整えましょう。

薬と処方せん、食事セット（治療食など）の準備

•1995年の阪神・淡路大震災では、倒壊した家屋から救出された人の約
８割は家族や近所の人々によって救出されたといわれています。日頃か
らの声掛けや準備をしておきましょう。

•「思うように体が動かない」「家族だけでは避難させることが困難」な
どの場合には、市が作成する避難行動要支援者名簿（災害時要援護者名
簿）の情報提供に同意しておきましょう。◎対象者に要件がありますので、詳しく
は、お住まいの市の窓口にお問い合せください。

お住まいの市で 要支援者名簿の情報提供に同意
をしておきましょう

•人工呼吸器や吸引器などを使用されている場合には、特に停電に対する
準備が必要となります。予備のバッテリーや発電機の準備、練習につい
てなど、日頃の支援者（医療・福祉等関係機関）や保健所の保健師が一

緒に考えます。

医療機器 を在宅で使用 されている場合など

災害時のための準備をすすめましょう！

１

２

３

<市役所窓口>  

碧南市 ： 福祉課、高齢介護課 ☎０５６６－４１－３３１１（代表） 
刈谷市 ： 福祉総務課 ☎０５６６－６２－１０１２   長寿課 ☎０５６６－６２－１０６３ 
安城市 ： 障害福祉課 ☎０５６６－７１－２２２５ 
知立市 ： 福祉課 ☎０５６６－８３－１１１１（代表） 
高浜市 ： 地域福祉グループ ☎０５６６－５２－９８７１ 
みよし市 ： 福祉課 ☎０５６１－３２－８０１０ 

衣浦東部保健所健康支援課 ☎0566-21-9338（ダイヤルイン）

（避難に支援が必要な方） 



チェック

日頃の準備の例について、項目をあげてみました。確認してみましょう！   

内容の詳細については、愛知県防災局ホームページ（http://www.pref.aichi.jp/bousai）などを参考にしてください。

大地震！そのとき近所で協力

家具・家屋の
点検

準備できて
いますか？

知って
いますか？

避難の前に
すること

✔

もし、出火したら… 

みんなで火事を消そう

一人で通報と初期消火を同時に行うのは無理があります。必

ず近所の人に応援を求めて、小火のうちに消し止めましょう。

大声で知らせる

「火事だ！」と大声を出し、隣近所に助けを求めましょう。

声を聞いたら

すぐ 119番通報してください。しかし大地震で数多くの火

災が起こっている場合、消防車の手が回らないこともありま

す。消火器か水をくんだバケツを持って駆けつけます。 

 大声を出して、できる限り多くの人を動員しましょう。 

初期消火

火炎に正対しないように姿勢を低くして消火器を構え 

① 安全ピンを抜き 

② ホースを火元に向け 

③ レバーを強く握ります

天井に着火したら、初期消火の限界です。すぐ避難しまし

ょう。 

日頃からの声かけ、備え 

近所の人と、日頃から積極的 

に交流を深め、わが家の状況を 

自主防災組織や自治会に説明し、適切な

サポートを依頼するなど、オープンな備

えが必要です。 

 また、必要な処置や薬を書いたものを

常に携帯するようにしましょう。 

救出・救護のしかた

タンス等転倒家具からの救出

挟まれている人数を確認し、声をかけ

安心感を与えるとともに、てこの原理を

利用して隙間をつくり、痛みを和らげる

ようにします。 

 持ち上げてできた空間が崩れないよう

角材等で補強し、隙間があれば、てこの

代わりに自動車用ジャッキを使って持ち

上げます。 

（愛知県防災局ホームページより内容抜粋）

発行：愛知県衣浦東部保健所健康支援課 〒448-0857 刈谷市大手町1丁目12 ☎0566-21-9338（ダイヤルイン）


